
問

平
成

年
度
か
ら
保

25

育
料
軽
減
措
置
を
本
市
独

自
に
拡
大
し
、
同
一
世
帯

に
小
学
生
以
下
の
子
供
が

３
人
以
上
い
る
場
合
、
第

３
子
以
降
の
子
供
の
保
育

料
を
無
料
に
し
て
い
る
。

現
在
の
場
合
、第
１
子
、

第
２
子
の
年
齢
条
件
に
よ

っ
て
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
起
こ
る
。

第
３
子
以
降
の
保
育
料

無
料
化
の
年
齢
制
限
を
18

歳
以
下
に
す
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
長

平
成
26

年
度
実
績
で
第
３
子
以
降

保
育
料
無
料
化
に
該
当
す

る
児
童
は
５
６
０
名
で
、

保
育
料
の
減
収
分
と
幼
稚

園
・
認
可
外
保
育
施
設
へ

の
補
助
金
が
合
わ
せ
て
約

１
億
１
千
万
円
。
年
齢
制

限
を

歳
以
下
に
拡
大
し

18

た
場
合
は
新
た
に
５
千
万

円
程
度
の
市
の
財
政
負
担

と
な
る
。

保
育
料
の
軽
減
策
の
さ

ら
な
る
拡
充
は
市
の
人
口

減
少
対
策
と
し
て
重
要
な

認
識
を
持
っ
て
い
る
が
、

制
度
と
し
て
継
続
さ
せ
る

た
め
の
恒
久
的
財
源
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
、
国

県
の
動
向
、
市
の
財
政
状

況
も
踏
ま
え
て
慎
重
に
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
。
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で
の
医
療
費
無
料
化
に
つ

い
て
は
、
助
成
対
象
の
拡

大
で
国
保
の
国
庫
負
担
金

等
の
減
額
措
置
の
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
。

全
国
的
に
も
実
施
例
は

少
な
く
、
参
考
例
も
少
な

い
こ
と
か
ら
現
時
点
で
の

実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

県
の
制
度
が
市
町
村
レ

ベ
ル
よ
り
低
い
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
県
へ
の
制

度
拡
大
要
望
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
た
い
。

地
方
創
生
交
付
金
の
活

用
に
つ
い
て
は
国
会
で
質

疑
が
あ
っ
た
こ
と
を
承
知

し
て
い
る
が
、
国
保
の
減

額
措
置
が
ま
だ
は
っ
き
り

と
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
国
や
県
の
動
向
を
注

視
し
た
い
。

×
ӟ
२
ࡈ
ԁ
Ø
×
۬
˹
Ƙ

ƴ

ิ
ƙ
ƅ
Ə
Ø

罪
創
設
等
の
阻
止
が
い
よ
い
よ
重
要
で

す
。

▽
７
日
（
日
）
は
、
旧
市
内
の
小
学
校

で
一
斉
に
運
動
会
。
朝
暘
一
小
致
道
会

大
運
動
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
戦
争
立
法
反
対
の
定
例
街

頭
宣
伝
。
運
動
会
を
終
え
た
親
子
連
れ

に
向
け
て
、
「
子
育
て
の
大
前
提
は
平

和
、
子
ど
も
の
未
来
を
閉
ざ
す
戦
争
立

法

を
廃

案

に
追

い

込
も

う

」
と

訴

え
ま

し
た
。

（
県
議

関

徹
）

▽
２
日
（
火
）
、
山
形
県
漁
港
漁
場
協

会
の
総
会
に
来
賓
と
し
て
招
か
れ
ま
し

た
。
水
産
業
の
発
展
と
水
産
物
供
給
の

安
定
を
図
る
た
め
に
、
漁
港
漁
場
整
備

と
漁
村
振
興
を
目
的
と
す
る
会
で
す
。

米
子
漁
港
整
備
に
は
小
竹
輝
弥
県
議
が

尽
力
し
ま
し
た
。
こ
の
分
野
で
も
役
割

を
果
た
さ
ね
ば
。

▽
５
日
（
金
）、
「
庄
内
地
域
行
政
課
題

に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
が
お
こ
な
わ

れ
、
県
部
長
職
及
び
庄
内
支
庁
幹
部
職

員
か
ら
庄
内
選
出
県
議
へ
の
行
政
課
題

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▽
６
日
（
土
）
、
国
民
救
援
会
鶴
岡
支

部
定
期
大
会
で
来
賓
と
し
て
挨
拶
。
秘

密
保
護
法
廃
止
、
盗
聴
法
改
悪
や
共
謀

問

昨
年
度
か
ら
の
中
学

３
年
生
ま
で
医
療
費
無
料

化
に
、
「
大
変
助
か
る
」

と
声
が
寄
せ
ら
れ
、
「
高

校
生
ま
で
拡
大
で
き
な
い

の
か
」
と
要
望
が
あ
る
。

県
内
で
は
遊
佐
町
が
今

年
度
か
ら

歳
ま
で
の
医

18

療
費
無
料
化
を
始
め
た
。

本
市
で
も
検
討
し
、
取

り
組
む
べ
き
。

財
源
と
し
て
、
国
の
予

算
「
地
方
創
生
先
行
型
」

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
国

の
普
通
調
整
交
付
金
の
減

額
措
置
が
さ
れ
な
い
こ
と

が
、
国
会
質
疑
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

次
年
度
予
算
に
こ
う
し

た
考
え
を
活
か
す
べ
き
で

な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

歳
ま

18

問

使
用
禁
止
の
中
央
児

童
館
や
鶴
岡
西
部
公
園
の

木
製
遊
具
や
ワ
イ
ヤ
ー
ロ

ー
プ
を
滑
車
で
滑
る
遊

具
、
遊
具
や
水
飲
み
場
付

近
の
土
や
マ
ッ
ト
の
陥
没

箇
所
、
ア
ス
レ
ッ
チ
ク
施

設
の
築
山
の
斜
面
の
崩
れ

た
場
所
な
ど
の
改
修
、
動

か
な
い
時
計
な
ど
点
検
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

中
央
児

童
館
の
屋
外
遊
具
は
整
備

さ
れ
て
か
ら

年
経
過
し

14

て
お
り
、
腐
食
や
破
損
が

目
立
ち
、
修
繕
更
新
を
行

っ
て
き
た
が
、
改
修
が
追

い
付
か
な
い
状
況
。

現
在
は
使
用
禁
止
だ

が
、
安
全
面
に
配
慮
し
可

能
な
限
り
早
め
に
撤
去
す

る
考
え
。

建
設
部
長

今
年
度
の
公

園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に

鶴
岡
西
部
公
園
、
小
真
木

原
公
園
の
計
画
策
定
を
予

定
し
て
お
り
、
年
次
的
に

整
備
し
て
ゆ
く
。

５
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
、
①
子
育
て
支
援
、
②
公

園
整
備
、
③
公
衆
ト
イ
レ
の
管
理
・
整
備
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
し
た
。

保
育
料
無
料
化
、
年
齢
制
限
引
き
上
げ
を

医
療
費
無
料
化
、

歳
ま
で
実
施
を

18
問

市
民
か
ら
「
公
衆
ト

イ
レ
が
汚
れ
て
い
る
」「
掃

除
は
さ
れ
て
い
る
が
、
た

だ
水
を
か
け
流
し
た
だ

け
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

市
が
管
理
す
る
公
衆
ト

イ
レ
の
点
検
、
清
掃
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

公
園
遊
具
の
改
修
は

市
が
管
理
す
る
公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃
を



９
日
、
鶴
岡
市
議
会
総

務
常
任
委
員
会
で
「
『
安

全
保
障
法
制
』
の
制
定
を

や
め
、
平
和
国
家
と
し
て

の
歩
み
を
堅
持
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
請
願
」
の
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
で
は
「
新
３
要
件
」

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
、
近
隣
諸
国
と
の
緊
張

関
係
に
ど
う
対
処
す
る
の

か
、
自
衛
隊
を
ど
う
評
価

す
る
の
か
、
憲
法

条
と

13

の
関
係
を
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
な
ど
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

紹
介
議
員
と
し
て
出
席

し
た
加
藤
太
一
議
員
、
渡

辺
洋
井
議
員
が
質
問
に
答

え
ま
し
た
。

斎
藤
久
議
員
が
反
対
討

論
、
加
藤
鉱
一
、
小
野
由

夫
議
員
が
賛
成
討
論
の

後
、
採
決
の
結
果
賛
否
同

数
と
な
り
、
佐
藤
博
幸
委

員
長
が
不
採
択
と
し
ま
し

た
。国

民
の
８
割
が
説
明
不

足
、
過
半
数
が
反
対
し
て

い
る
同
法
案
は
今
国
会
で

の
強
行
採
決
は
絶
対
に
や

め
る
べ
き
で
す
。

藤島庁舎入札結果（ ）内は予定価格

6月4日入札分

・市藤島地区地域活動センター事務所棟冷暖房設備改修工事

低入札価格調査のため落札決定保留中

－ （30,970,000円）工期～8/10

温海建設事務室入札結果（ ）内は予定価格

6月4日入札分

・高野沢１号線道路改良工事（越沢地内）

(株)アツケン 14,000,000円（14,313,000円）

工期～10/30（落札率97.8％）

政策企画課入札結果（ ）内は予定価格

6月4日入札分

・出羽庄内国際村２階研修室等空調機改修工事

(有)トータル設備 3,150,000円（4,020,000円）

工期～8/12（落札率78.4％）

鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例

会
で
榎
本
市
長
は
、
家
庭

か
ら
出
る
ご
み
処
理
の
新

焼
却
炉
整
備
に
関
し
、
こ

れ
ま
で
三
川
町
か
ら
委
託

受
け
て
き
た
こ
と
に
つ
い

て
、
「
他
の
町
村
の
面
倒

を
見
切
れ
る
か
と
な
る
と

そ
う
い
う
事
態
に
は
な
ら

な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
」
「
合
併
に
つ
い
て
三

川
町
に
対
し
申
し
入
れ
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

態
が
必
ず
来
る
」
「
そ
れ

が
な
け
れ
ば
ゴ
ミ
の
問
題

に
つ
い
て
市
長
と
し
て
ゴ

ー
サ
イ
ン
を
出
す
こ
と
が

出
来
な
い
」
な
ど
と
発
言
、

波
紋
を
広
げ
て
い
ま
す
。

５
日
の
市
議
会
一
般
質

問
で
、
今
野
良
和
議
員
の

質
問
に
答
え
た
も
の
で

す
。家

庭
か
ら
出
る
一
般
廃

棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
も
と
も
と
７
市
町
村

で
広
域
的
に
取
り
組
ん
だ

方
が
効
率
的
だ
と
し
て
、

「
鶴
岡
市
ほ
か
６
箇
町
村

衛
生
処
理
組
合
」
（
１
９

７
２
（
昭
和

）
年
４
月

42

設
立
）
で
行
っ
て
き
た
も

の
で
す
。

鶴
岡
市
が
平
成

年
17

10

月
に
合
併
し
、

年
度
に

19

組
合
を
廃
止
し
て
鶴
岡
市

と
三
川
町
と
の
間
で
契
約

を
結
び
、
三
川
町
か
ら
委

託
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

時
間
当
た
り
１
６
０
㌧

程
度
の
処
理
量
の
う
ち
、

三
川
町
の
分
は

％
を
切

10

る
ぐ
ら
い
で
、
三
川
町
が

支
払
う
委
託
料
は
年
間
３

８
０
０
万
円
で
す
。

鶴
岡
市
は
一
般
廃
棄
物

の
焼
却
炉
と
最
終
処
分
場

の
２
施
設
に
つ
い
て
、
合

併
特
例
債
を
活
用
し
て
平

成

年
度
ま
で
に
完
成
を

32
め
ざ
し
、
国
の
交
付
金
を

受
け
る
前
提
と
な
る
「
鶴

岡
市
・
三
川
町
地
域
循
環

型
社
会
形
成
推
進
地
域
計

画
」
を
平
成

年

月
に

25

12

国
に
提
出
、

年
３
月
に

26

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
ま
で
施
設
整
備

28
基
本
計
画
を
策
定
し
、
生

活
環
境
影
響
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

三
川
町
を
除
い
て
、
新

し
い
焼
却
炉
を
１
６
０
㌧

処
理
か
ら
１
５
０
㌧
に
な

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
ど
れ

だ
け
安
く
な
る
か
、
機
械

電
気
設
備
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
も
大
差
が
な
く
、

逆
に
委
託
料
の
分
は
減
収

と
な
り
ま
す
。

自
治
体
間
の
協
力
で
広

域
的
に
処
理
し
た
方
が
効

率
の
良
い
事
業
を
、
「
ご

み
処
理
は
自
分
で
や
れ
」

と
い
う
の
は
地
方
財
政
の

無
駄
遣
い
を
し
ろ
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
「
出
来
な

け
れ
ば
合
併
し
ろ
」
と
い

う
の
で
は
、
自
分
た
ち
の

（
１
面
の
つ
づ
き
）

市
民
部
長

市
で
管
理
す

る
公
衆
ト
イ
レ
は
１
７
９

ヵ
所
。
管
理
部
署
は
庁
内

課
が
所
管
。

17
清
掃
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
委
託

が

ヵ
所
。
自
治
会
・
組

98
合
・
団
体
等
が

ヵ
所
。

81

日
々
努
力
し
て
い
る

が
、
清
掃
後
の
使
用
に
よ

り
汚
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
、
わ
か
り
次
第
、

で
き
る
だ
け
迅
速
に
対
応

し
て
い
る
。

問

下
池
湖
畔
対
岸
、
高

舘
山
山
頂
に
あ
る
ト
イ
レ

は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
」

の
「
汲
取
り
式
」
で
あ
り
、

散
策
を
す
る
方
か
ら
「
薄

暗
く
、
気
味
が
悪
く
て
入

り
に
く
い
」
「
汚
れ
て
い

て
い
や
だ
」
と
敬
遠
さ
れ

て
い
る
。
下
池
湖
畔
対
岸

の
ト
イ
レ
と
東
屋
周
辺

は
、
雑
木
が
生
い
茂
っ
て

立
ち
寄
り
に
く
い
と
い
う

人
も
い
る
。

自
然
環
境
に
配
慮
し
つ

つ
、
散
策
者
が
休
息
し
や

す
い
整
備
が
必
要
で
は
。

商
工
観
光
部
長

下
池
湖

畔
対
岸
の
ト
イ
レ
は
平
成

年
３
月
に
外
観
・
内
装

25の
改
装
と
手
洗
い
場
を
設

置
し
た
が
、「
汲
取
り
式
」

で
電
気
が
不
通
の
た
め
、

最
近
の
観
光
施
設
の
ト
イ

レ
に
求
め
ら
れ
る
設
備
水

準
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

利
用
状
況
や
社
会
の
ニ

ー
ズ
等
を
勘
案
し
な
が

ら
、
維
持
管
理
の
在
り
方

を
検
討
し
た
い
。

問

大
山
保
育
園
脇
に
あ

る
ト
イ
レ
は
平
成

年
に

25

廃
止
さ
れ
た
が
、
い
ま
だ

に
解
体
さ
れ
て
い
な
い
。

事
故
防
止
や
防
犯
上
で

も
、
す
み
や
か
に
解
体
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の

時
期
は
い
つ
か
。

建
設
部
長

老
朽
化
、
汲

取
り
式
の
た
め
隣
接
す
る

保
育
園
、
小
学
校
の
園
児
、

児
童
に
落
下
の
危
険
が
あ

り
、
町
内
と
協
議
し
使
用

禁
止
に
し
て
い
る
。

解
体
の
必
要
性
を
十
分

に
認
識
し
て
お
り
、
今
年

度
に
解
体
す
る
こ
と
で
準

備
を
進
め
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
を
自
分
た
ち

で
決
め
て
い
く
地
方
自
治

の
本
旨
―
団
体
自
治
と
住

改築が計画されているごみ焼却施設

民
自
治
―
を
否
定
す
る
強

権
的
発
言
で
す
。
（
加
藤

鉱
一
議
員
）


